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一
は
じ
め
に

本
居
派
の
蹟
き
の
石
は
、
『
古
事
記
傳
』
に
服
部
中
庸
の
「
三
大
考
」
が
付

録
と
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
宣
長
の
古
事
記
侍
は
、
歌
文
の
営
み
と
違
っ
て
、

門
人
と
の
共
有
さ
れ
た
場
を
有
し
な
が
ら
成
立
し
て
い
っ
た
注
釈
で
は
な

か
っ
た
。
彼
が
『
古
事
記
傳
』
に
よ
っ
て
何
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
か
、
を
勇
に
理
解
し
て
い
た
門
人
が
、
ど
の
程
度
い
た
だ
ろ
う
か
。
宣
長

は
－
『
古
事
記
傳
』
を
書
く
こ
と
で
考
え
つ
づ
け
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
戸
惑

い
と
決
断
を
そ
の
ま
ま
見
せ
て
い
る
場
面
も
あ
る
。
宣
長
は
、
そ
の
事
を

『
古
事
記
傳
』
を
書
く
こ
と
で
し
か
見
せ
て
い
な
い
。
『
古
事
記
傳
』
の
世
界

に
、
宣
長
の
注
釈
現
場
に
足
を
踏
み
込
む
事
が
で
き
た
門
人
は
数
少
な
い
。

『
古
事
記
傳
』
に
服
部
中
庸
の
「
三
大
考
」
が
付
録
と
さ
れ
た
事
は
、
そ
の
数

少
な
い
門
人
の
一
人
と
し
て
服
部
中
庸
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

で
も
、
そ
の
事
が
門
人
の
中
で
周
知
の
事
実
で
は
な
か
っ
た
事
が
、
宣
長
が

「
三
大
考
を
よ
み
て
し
り
へ
に
し
る
せ
る
」
（
験
文
）
で
、

は
と
り
中
つ
ね
が
此
あ
め
つ
ち
よ
み
の
か
む
か
へ
は
も
、
さ
と
り
深
く

物
よ
く
か
む
か
ふ
な
る
西
の
国
々
の
人
ど
も
も
い
に
L
へ
よ
り
い
ま
だ

え
か
む
か
ヘ
出
さ
り
し
事
を
し
、
め
づ
ら
か
に
も
考
へ
出
た
る
か
も
、

く
す
し
く
も
考
出
た
る
か
も
、
か
く
て
こ
そ
高
天
原
も
夜
之
食
国
も
い

ふ
か
し
き
く
ま
な
く
は
あ
か
ら
ひ
ぬ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
て
も
い
に
L
へ

の
つ
た
へ
ご
と
は
、
い
よ
1
ま
す
／
＼
1
た
ふ
と
か
り
け
り
、
す
め
ら
御

国
の
ゆ
ゑ
よ
し
は
、
い
よ
1
ま
す
〈
た
ふ
と
か
り
け
り
、

と
、
「
天
ハ
即
日
ナ
リ
、
其
中
ナ
ル
国
ヲ
、
高
天
原
ト
云
、
」
（
三
大
考
）
・

「
泉
ハ
即
チ
月
ナ
リ
、
其
中
ナ
ル
国
ヲ
、
夜
之
食
国
と
云
、
」
（
同
）
と
い
う
中

庸
の
「
高
天
原
」
・
「
夜
之
食
国
」
説
を
宣
長
が
画
期
的
な
も
の
と
し
て
絶
賛

し
た
事
に
、
不
可
解
な
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
中
庸
は
言
う
。
「
い
さ
ゝ

か
己
が
恩
ひ
よ
れ
る
こ
と
ど
も
も
有
り
け
る
を
、
大
人
に
申
し
試
み
け
れ

ば
、
あ
し
く
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
、
許
諾
し
給
へ
る
ま
ゝ
に
」
（
三
大
考
自
序
）

と
。
即
ち
、
三
大
考
の
成
立
に
宣
長
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
事
を
、
中
庸
は

述
べ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
中
庸
の
発
言
が
偽
り
で
は
な
か
っ
た
事

（1）

は
、
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
大
平
と
「
三
大
考
」
と
の
関
わ
り
は
、

寛
政
九
年
、
大
平
四
十
二
歳
の
時
、
「
三
大
考
」
を
『
古
事
記
傳
』
巻
十
七
に

付
載
し
て
出
版
す
る
こ
と
に
対
し
て
の
横
井
千
秋
（
尾
張
名
児
屋
藩
士
。
天

明
五
年
鈴
屋
入
門
）
の
反
対
に
関
わ
る
事
で
始
ま
る
。
寛
政
九
年
八
月
八
目
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付
植
松
有
信
（
尾
張
名
児
屋
藩
浪
子
。
板
木
師
。
寛
政
元
年
鈴
屋
入
門
）
宛
 
 

大
平
書
簡
（
名
古
屋
市
史
資
料
「
名
家
書
簡
集
」
）
に
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
 
 

記
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
、
三
大
考
之
事
、
記
伝
第
三
峡
之
内
へ
加
へ
可
申
事
二
御
座
候
処
、
 
 

石
田
守
公
恩
召
之
義
御
座
候
由
二
而
、
第
三
峡
目
世
上
へ
本
出
候
事
、
 
 
 

殊
之
外
延
引
二
相
成
候
段
、
尤
真
実
公
こ
も
御
心
配
被
成
候
よ
し
、
御
 
 
 

尤
千
万
奉
存
候
。
今
度
師
家
へ
御
伺
之
御
紙
面
も
拝
見
仕
候
。
即
右
之
 
 
 

訳
先
生
被
仰
候
ハ
田
守
主
存
寄
右
三
代
（
マ
、
）
考
峡
中
へ
加
之
義
、
 
 

不
被
好
段
、
不
及
是
非
候
間
、
峡
外
こ
て
別
二
袋
へ
人
世
上
へ
弘
可
申
 
 
 

事
、
可
然
と
被
仰
候
。
右
袋
表
書
之
雛
形
下
書
先
生
よ
り
被
遣
候
問
、
 
 
 

御
受
取
可
被
成
候
。
此
形
御
見
合
、
御
掠
可
然
候
。
尤
本
ノ
寸
法
、
仕
 
 

（
2
）
 
 

立
と
も
記
伝
と
同
様
た
る
べ
く
候
。
 
 

田
守
と
は
、
横
井
千
秋
の
通
称
で
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
事
 
 

態
が
伺
え
る
。
千
秋
が
「
三
大
考
」
を
『
古
事
記
侍
』
巻
十
七
に
付
載
し
て
 
 

出
版
す
る
こ
と
を
反
対
し
て
い
る
の
で
、
『
古
事
記
伝
』
第
三
峡
の
出
版
が
遅
 
 

れ
て
い
て
、
そ
の
事
を
同
門
の
鈴
木
真
実
（
尾
張
名
児
屋
藩
士
。
寛
政
元
年
 
 

鈴
屋
入
門
）
も
心
配
し
て
い
る
こ
と
が
、
有
信
か
ら
報
ぜ
ら
れ
、
そ
の
対
処
 
 

を
大
平
に
相
談
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
右
相
談
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
 
 

同
年
七
月
八
日
付
有
信
宛
宣
長
書
簡
に
お
い
て
、
 
 

一
、
古
事
記
伝
三
峡
メ
、
先
五
拾
部
御
摺
被
成
候
由
、
右
ハ
千
秋
主
よ
 
 

り
、
可
被
差
越
候
へ
共
、
暫
間
も
御
座
可
有
哉
二
付
、
先
御
内
は
こ
而
 
 
 

一
部
御
越
し
被
下
、
致
落
手
、
致
一
見
候
処
、
宜
出
来
、
籾
々
大
慶
不
 
 

少
候
。
先
以
神
代
ノ
分
相
揃
、
別
而
大
悦
仕
候
。
千
秋
主
よ
り
ハ
、
い
 
 

ま
だ
参
不
申
候
。
 
 
 

と
、
三
峡
目
を
一
部
、
宣
長
が
有
信
か
ら
入
手
し
て
い
る
事
が
述
べ
ら
れ
 
 

て
い
る
。
両
書
簡
か
ら
、
わ
か
る
事
は
、
「
三
大
考
」
の
付
載
さ
れ
て
い
な
い
 
 

『
古
事
記
伝
』
第
三
峡
の
坂
本
が
刷
り
上
が
っ
て
い
る
事
態
で
あ
る
。
な
お
、
 
 

（
3
）
 
 

「
三
大
考
」
板
本
も
刷
り
上
が
っ
て
い
た
事
が
、
宣
長
の
『
借
書
簿
』
の
寛
政
 
 

九
年
の
条
に
「
（
六
月
）
廿
九
日
／
一
、
三
大
考
坂
本
 
服
部
義
内
」
に
よ
っ
 
 

て
知
ら
れ
る
。
服
部
義
内
と
は
、
中
庸
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
別
刷
の
形
 
 

で
宣
長
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
相
談
を
受
け
た
大
平
 
 

が
、
宣
長
の
も
と
で
見
た
の
は
、
千
秋
の
宣
長
宛
の
「
御
伺
之
御
紙
面
」
で
 
 

あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
三
大
考
」
を
付
載
す
る
事
の
疑
義
で
あ
っ
た
と
、
 
 

文
面
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
大
平
書
簡
に
よ
れ
ば
、
宣
長
は
千
秋
の
意
図
と
有
 
 

信
の
困
惑
を
配
慮
し
て
、
「
峡
外
こ
て
別
二
袋
へ
人
世
上
へ
弘
可
申
事
」
を
認
 
 

め
た
。
た
だ
、
そ
の
体
裁
に
つ
い
て
は
古
事
記
侍
と
同
じ
に
す
る
事
を
指
示
 
 

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ど
う
な
っ
た
か
。
即
ち
、
売
本
は
ど
の
よ
う
 
 

な
体
裁
に
な
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
は
不
明
 
 

だ
が
、
宣
長
の
意
向
が
千
秋
に
も
通
じ
た
の
か
、
寛
政
九
年
九
月
十
九
日
付
 
 

中
庸
宛
宣
長
書
簡
で
は
、
『
古
事
記
伝
』
第
三
峡
の
坂
本
を
一
部
進
上
す
る
事
 
 

を
述
べ
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 
 

尤
先
頃
掛
御
日
中
候
三
大
考
共
、
御
留
置
可
被
成
候
、
三
大
考
も
弥
第
 
 

三
峡
メ
へ
一
所
二
相
加
へ
、
板
〔
行
〕
売
弘
メ
申
候
積
二
相
成
申
候
由
 
 

中
越
候
而
、
別
而
致
大
慶
候
、
 
 

そ
し
て
、
そ
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
寛
政
九
年
十
一
月
某
目
付
小
 
 

篠
敏
宛
宣
長
書
簡
に
は
、
 
 

一
、
古
事
記
樽
第
三
峡
目
【
三
大
考
相
添
】
坂
本
出
来
致
候
二
付
、
早
 
 

速
周
防
様
へ
も
さ
し
上
げ
申
候
、
直
二
江
戸
へ
遺
し
申
候
 
 

－ 2 －   



本居大平の決断  154   

と
あ
る
。
大
平
は
仲
介
者
と
し
て
、
「
三
大
考
」
付
載
し
て
の
出
版
に
宣
長
 
 

が
積
極
的
な
態
度
を
示
し
た
こ
と
を
実
感
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
千
 
 

秋
が
疑
義
を
ロ
王
し
た
真
意
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
な
い
。
い
や
、
宣
長
が
 
 

判
断
し
た
以
上
、
大
平
に
判
断
の
必
要
は
あ
り
え
な
い
。
宣
長
の
没
す
る
ま
 
 

で
、
宣
長
が
「
三
大
考
」
付
載
の
真
意
を
、
大
平
は
考
え
る
必
要
が
無
か
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
平
が
宣
長
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
問
わ
れ
る
 
 

事
件
が
「
三
大
考
」
を
め
ぐ
る
も
の
に
な
ろ
う
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
 
 

た
で
あ
ろ
う
。
 
 二

 
大
平
の
困
惑
－
三
大
考
を
付
載
し
た
事
を
め
ぐ
っ
て
一
 
 

大
平
の
身
辺
で
三
大
考
に
対
す
る
動
き
が
顕
在
化
し
て
く
る
の
は
、
宣
長
 
 

没
後
で
あ
る
。
三
大
考
に
関
す
る
諸
説
が
、
大
平
の
も
と
に
集
ま
っ
て
き
た
。
 
 

そ
れ
は
、
当
然
の
流
れ
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
諸
説
を
皆
が
知
り
た
 
 

が
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
享
和
元
年
 
〔
一
八
〇
こ
 
に
は
中
庸
の
 
「
三
大
 
 

考
追
考
」
が
形
を
整
え
、
大
平
に
送
ら
れ
た
事
が
、
信
友
の
 
「
三
大
追
考
出
 
 

来
候
よ
し
、
先
頃
並
木
方
へ
仰
こ
さ
れ
候
、
（
略
）
い
ま
た
上
木
な
く
候
は
ば
 
 

な
に
と
ぞ
早
々
御
許
借
奉
希
候
。
」
 
に
対
し
て
大
平
の
 
「
清
書
出
来
候
は
は
 
 

（
4
）
 
 

早
々
写
さ
せ
て
見
せ
奉
る
へ
し
。
」
（
『
友
問
平
答
』
享
和
三
年
成
）
に
よ
っ
て
 
 

（
5
）
 
 

判
明
す
る
。
同
二
年
七
月
に
、
外
宮
権
禰
宜
度
会
正
淳
（
橋
村
正
免
）
に
よ
っ
 
 

、
‥
」
 
 

て
書
か
れ
た
「
三
大
考
説
弁
」
が
、
早
々
に
大
平
に
送
ら
れ
、
こ
れ
も
又
、
 
 

早
々
に
江
戸
鈴
門
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
事
が
、
和
泉
異
国
の
 
「
御
国
山
田
の
 
 

橋
村
弾
正
と
申
す
若
人
、
三
大
考
の
斥
非
を
書
き
候
て
君
ま
で
送
り
候
よ
 
 

し
、
志
の
程
さ
て
さ
て
驚
入
候
。
何
卒
御
書
き
う
つ
し
被
下
候
奉
願
候
。
三
 
 

大
考
に
は
お
の
れ
も
少
々
愚
論
御
座
候
。
跡
よ
り
可
中
上
候
。
」
（
「
（
享
和
三
 
 

（
7
）
 
 

年
）
三
月
七
目
付
大
平
宛
和
泉
和
麿
書
簡
」
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
三
 
 

大
考
へ
の
宣
長
の
支
持
は
、
三
大
考
を
『
古
事
記
侍
』
第
三
峡
目
に
付
載
し
 
 

た
だ
け
で
な
く
、
「
三
大
考
を
よ
み
て
し
り
へ
に
し
る
せ
る
」
と
い
う
宣
長
の
 
 

政
文
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
政
文
に
お
い
て
、
 
 

は
と
り
中
つ
ね
が
此
あ
め
つ
ち
よ
み
の
か
む
か
へ
は
も
、
さ
と
り
深
く
 
 

物
よ
く
か
む
か
ふ
な
る
西
の
国
々
の
人
ど
も
も
い
に
し
へ
よ
り
い
ま
だ
 
 

え
か
む
か
へ
出
さ
り
し
事
を
し
、
め
づ
ら
か
に
も
考
へ
出
た
る
か
も
、
 
 

く
す
し
く
も
考
出
た
る
か
も
、
か
く
て
こ
そ
高
天
魔
も
夜
之
食
国
も
い
 
 

ふ
か
し
き
く
ま
な
く
は
あ
か
ら
ひ
ぬ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
て
も
い
に
し
へ
 
 

の
つ
た
へ
ご
と
は
、
い
よ
～
ま
す
′
＼
た
ふ
と
か
り
け
り
、
す
め
ら
御
 
 

国
の
ゆ
ゑ
よ
し
は
、
い
よ
～
ま
す
′
（
1
た
ふ
と
か
り
け
り
、
 
 

と
、
宣
長
は
中
庸
の
「
天
ハ
即
日
ナ
リ
、
其
中
ナ
ル
国
ヲ
、
高
天
原
卜
云
、
」
 
 

（
三
大
考
）
、
「
泉
ハ
即
チ
月
ナ
リ
、
其
中
ナ
ル
国
ヲ
、
夜
之
食
国
と
云
、
」
（
同
）
 
 

と
い
う
「
高
天
原
」
・
「
夜
之
食
国
」
説
を
絶
賛
し
た
の
で
あ
る
。
大
平
は
こ
 
 

れ
ほ
ど
明
確
な
宣
長
の
支
持
を
前
に
、
鈴
屋
門
内
部
か
ら
の
疑
問
・
批
判
に
 
 

対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
つ
ね
づ
ね
、
「
鞍
美
と
 
 

申
す
は
、
地
下
の
根
底
に
在
り
て
、
根
国
底
国
と
も
申
し
て
、
甚
ダ
き
た
な
 
 

く
悪
き
国
に
て
、
死
せ
る
人
の
罷
往
と
こ
ろ
な
り
」
 
（
『
玉
く
し
げ
』
別
巻
）
 
 

と
聞
か
さ
れ
て
い
た
大
平
に
、
そ
の
黄
泉
が
な
ぜ
月
な
の
か
と
い
う
理
解
は
 
 

可
能
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
平
は
、
宣
長
の
死
の
自
覚
を
理
解
し
え
 
 

な
か
っ
た
。
寛
政
十
二
年
七
月
、
宣
長
は
春
庭
、
春
村
宛
に
『
遺
言
書
』
を
 
 

認
め
た
。
そ
し
て
、
九
月
十
七
日
、
山
室
山
妙
楽
寺
を
訪
れ
、
自
ら
の
墓
所
 
 

を
定
め
た
。
宣
長
か
ら
墓
所
を
定
め
る
た
め
の
同
道
を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
 
 

し
て
、
大
平
は
「
さ
て
私
申
候
ハ
、
う
つ
そ
み
之
世
之
人
無
き
跡
の
事
恩
ひ
 
 

斗
申
置
候
ハ
さ
か
し
ら
事
に
て
古
意
に
背
き
可
申
哉
な
と
答
へ
居
申
候
。
」
 
 

（
8
）
 
 

（
「
本
居
大
人
死
去
前
後
日
記
」
）
 
と
不
本
意
な
態
度
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
 
 

し
、
宣
長
の
死
に
よ
っ
て
、
後
継
者
大
平
は
否
応
無
く
『
古
事
記
侍
』
と
三
 
 

大
考
と
の
整
合
性
に
関
す
る
疑
問
に
答
え
る
立
場
に
立
た
ざ
る
を
得
な
く
 
 

な
っ
た
。
そ
の
事
は
、
宣
長
の
魂
の
行
方
と
い
う
門
人
に
と
っ
て
は
最
も
重
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要
な
疑
問
に
答
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
宣
長
没
後
、
最
も
早
い
時
期
の
大
 
 

平
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
考
え
を
知
る
最
も
貴
重
な
資
料
は
『
藤
垣
内
問
答
 
 

（
9
）
 
 

録
』
（
享
和
三
年
正
月
伴
信
友
問
、
同
年
五
月
大
平
答
。
）
と
、
「
友
問
平
答
」
 
 

「
川
、
 
 

（
信
友
再
開
。
同
年
九
月
十
六
日
・
廿
一
日
記
。
）
 
で
あ
ろ
う
。
信
友
は
、
宣
 
 

長
没
後
の
門
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
享
和
三
年
十
月
、
大
平
に
入
門
 
 

「
〓
、
 
 

し
た
。
信
友
の
、
『
古
事
記
侍
』
と
三
大
考
と
の
間
に
相
違
が
あ
る
場
合
は
、
 
 

宣
長
は
三
大
考
の
方
を
是
と
考
え
た
の
か
、
と
い
う
至
極
当
然
の
疑
問
に
対
 
 

し
て
、
大
平
は
「
三
大
考
を
是
と
も
さ
だ
め
が
た
し
、
此
外
す
べ
て
二
説
あ
 
 

る
事
は
、
い
づ
れ
も
さ
だ
め
が
た
け
れ
ば
な
り
、
さ
れ
ど
見
る
人
の
心
ご
こ
 
 

ろ
に
定
む
べ
し
。
」
（
『
藤
垣
内
問
答
録
』
）
と
答
え
た
。
こ
こ
で
は
、
三
大
考
 
 

を
載
せ
た
の
は
、
宣
長
も
「
天
地
泉
」
の
生
成
に
関
し
て
は
、
明
確
な
考
え
 
 

を
持
ち
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
大
平
の
理
解
と
し
て
信
友
に
答
え
ら
れ
 
 

て
い
る
。
こ
の
答
え
は
、
明
ら
か
に
宣
長
の
三
大
考
抜
文
を
無
視
し
た
答
え
 
 

で
あ
る
。
信
友
は
、
そ
の
事
に
は
触
れ
ず
、
自
分
の
納
得
す
る
方
の
説
に
従
 
 

え
ば
よ
い
と
い
う
考
え
を
受
け
て
、
『
古
事
記
侍
』
の
疑
問
は
三
大
考
に
よ
っ
 
 

て
晴
れ
る
の
で
、
自
分
は
三
大
考
を
定
論
と
し
た
い
が
、
と
再
度
打
診
し
て
 
 

き
た
。
大
平
は
、
そ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
 
 

○
御
説
の
如
く
師
も
三
大
考
の
説
を
う
べ
な
ひ
お
か
れ
た
る
は
、
天
地
 
 

泉
の
事
は
ま
つ
三
大
考
の
説
の
如
く
心
得
お
く
へ
き
也
。
○
大
平
つ
ね
 
 

に
神
代
の
講
尺
す
る
に
三
大
考
の
説
に
よ
ら
さ
れ
は
天
地
泉
の
事
は
い
 
 

か
に
と
も
た
し
か
な
る
嘗
り
所
な
く
て
さ
と
し
か
た
け
れ
は
、
い
つ
も
 
 

三
大
考
の
説
に
よ
り
て
口
説
し
侍
る
也
、
さ
れ
と
三
大
考
ハ
人
智
の
さ
 
 

か
し
ら
も
て
神
代
の
伝
へ
を
考
へ
は
か
り
た
る
事
な
れ
は
、
同
し
く
は
 
 

三
大
考
を
は
な
れ
て
た
た
に
神
代
の
文
面
の
ま
ま
に
て
心
得
た
き
物
 
 

也
、
猶
々
考
ふ
へ
き
事
也
。
（
「
友
問
平
答
」
）
 
 

こ
の
曖
昧
な
答
え
に
、
大
平
の
困
惑
が
あ
り
あ
り
と
伺
え
る
。
宣
長
の
後
 
 

継
者
で
あ
る
が
ゆ
え
の
苦
渋
と
言
っ
て
よ
い
。
三
大
考
の
説
を
、
宣
長
が
肯
 
 

定
し
た
事
を
、
大
平
も
否
定
で
き
な
い
。
大
平
自
身
も
三
大
考
の
説
を
利
用
 
 

し
な
が
ら
も
、
三
大
考
の
説
が
「
人
智
の
さ
か
し
ら
も
て
神
代
の
伝
へ
を
考
 
 

へ
は
か
り
た
る
」
説
だ
と
し
て
（
「
漢
心
」
批
判
の
踏
襲
）
、
「
神
代
の
文
面
の
 
 

ま
ま
」
の
理
解
を
対
置
し
な
が
ら
、
自
ら
の
結
論
は
語
り
得
な
か
っ
た
の
で
 
 

あ
る
。
 
 

三
 
大
平
の
決
断
 
 

大
平
が
始
め
て
三
大
考
に
対
し
て
、
自
己
の
説
を
開
陳
し
た
の
が
『
カ
リ
 
 

（
1
2
）
 
 

ニ
ッ
ク
リ
マ
ケ
ク
ル
カ
タ
』
（
文
化
八
年
〓
八
一
こ
成
）
に
お
い
て
で
あ
 
 

Ⅴ
眼
爪
 
 

り
、
ま
た
『
三
大
考
弁
』
（
同
年
十
一
月
成
）
 
で
あ
っ
た
。
そ
の
奥
書
に
、
大
 
 

平
は
『
三
大
考
弁
』
執
筆
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
 
 

此
大
平
力
説
ハ
コ
ノ
頃
神
代
ノ
コ
ト
ヲ
人
二
説
キ
カ
ス
ト
テ
三
大
考
ヲ
 
 

委
ク
見
テ
疑
カ
ハ
シ
ク
思
ヒ
テ
古
事
記
ヲ
モ
日
本
紀
ヲ
モ
ヨ
ク
考
タ
ル
 
 

ヨ
リ
カ
ノ
僻
コ
ト
ヲ
僻
事
卜
見
出
テ
ハ
シ
ハ
ラ
ク
モ
黙
ア
ル
コ
ト
ヲ
エ
 
 

ス
テ
カ
ク
ア
ケ
ツ
ラ
フ
ニ
ナ
ム
ア
ル
 
 

こ
の
奥
書
と
「
大
平
つ
ね
に
神
代
の
講
尺
す
る
に
三
大
考
の
説
に
よ
ら
さ
 
 

れ
は
天
地
泉
の
事
は
い
か
に
と
も
た
し
か
な
る
嘗
り
所
な
く
て
さ
と
し
か
た
 
 

け
れ
は
、
い
つ
も
三
大
考
の
説
に
よ
り
て
口
説
し
侍
る
也
」
（
『
友
問
平
答
』
）
 
 

と
を
比
較
す
れ
ば
、
八
年
の
歳
月
［
4
8
歳
～
5
6
歳
］
、
彼
は
彼
な
り
に
三
大
考
 
 

と
対
略
し
て
来
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。
大
平
は
宣
長
の
惑
い
 
 

を
自
己
の
惑
い
と
す
る
事
で
抱
え
込
ん
で
き
た
ジ
レ
ン
マ
を
、
『
カ
リ
ニ
ッ
 
 

ク
リ
マ
ケ
タ
ル
カ
タ
』
『
三
大
考
弁
』
 
で
断
つ
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

そ
の
決
意
を
促
し
た
の
が
、
度
会
正
淳
の
著
し
た
『
三
大
考
説
弁
』
（
享
和
二
 
 

年
［
一
八
〇
二
］
七
月
成
）
や
、
鈴
門
古
参
の
鈴
木
朗
の
三
大
考
説
で
あ
っ
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た
こ
と
は
、
『
三
大
考
弁
』
に
三
大
考
に
関
す
る
書
と
し
て
「
尾
張
殿
人
鈴
木
 
 

常
助
朗
ノ
三
大
考
ノ
説
」
「
山
田
人
度
会
正
淳
神
主
三
大
考
説
所
」
の
二
説
を
 
 

上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
〔
前
者
は
『
三
大
考
弁
』
付
録
「
三
 
 

大
考
書
入
」
と
し
て
、
後
者
は
『
三
大
考
弁
』
中
に
五
項
目
取
上
げ
ら
れ
て
 
 

い
る
。
〕
ま
た
、
大
平
の
説
を
補
う
形
で
、
須
賀
直
入
の
『
三
大
考
弁
』
補
説
 
 

「
‖
、
 
 

が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
補
説
が
善
か
れ
た
動
機
と
し
て
、
直
入
が
「
三
大
 
 

考
の
誤
説
の
弁
へ
ば
藤
垣
内
翁
の
論
に
て
い
と
い
と
明
な
れ
は
今
さ
ら
に
言
 
 

へ
き
こ
と
あ
ら
さ
れ
と
も
、
な
は
惑
へ
る
人
あ
り
て
、
と
に
か
く
云
ひ
あ
ら
 
 

そ
ひ
聞
か
ら
に
直
入
そ
れ
に
答
た
る
こ
と
ど
も
一
つ
二
つ
」
と
記
し
て
い
る
 
 

よ
う
に
、
文
化
八
年
当
時
、
三
大
考
論
議
が
大
平
の
周
辺
で
起
こ
っ
て
い
て
、
 
 

そ
の
論
議
は
大
平
の
 
『
三
大
考
弁
』
 
に
よ
っ
て
も
収
束
す
る
気
配
を
見
せ
て
 
 

い
な
い
。
言
わ
ば
、
そ
の
よ
う
な
論
議
の
趨
勢
に
押
さ
れ
て
、
大
平
が
本
居
 
 

派
の
総
帥
と
し
て
、
自
ら
の
考
え
を
明
確
に
せ
ざ
る
得
な
か
っ
た
と
考
え
た
 
 

方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
は
、
『
三
大
考
説
弁
』
に
対
し
て
「
其
書
の
内
 
 

に
ほ
取
か
た
き
説
と
も
多
か
り
し
か
ば
、
久
し
く
打
置
て
と
り
出
さ
れ
つ
る
 
 

を
、
今
此
論
文
を
書
た
る
に
依
て
、
又
取
出
て
見
る
に
」
（
『
三
大
考
弁
』
）
と
 
 

述
べ
て
い
る
事
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
大
平
の
「
三
大
考
論
、
 
 

御
つ
い
で
ニ
、
安
田
伝
大
夫
へ
も
御
見
ゃ
可
被
下
僕
。
尤
、
橋
村
民
、
益
谷
 
 

大
学
主
な
ど
へ
も
、
見
せ
申
度
候
事
。
」
（
「
十
月
廿
七
日
付
足
代
弘
訓
宛
大
平
 
 

（
1
5
）
 
 

書
簡
」
）
と
い
う
書
簡
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
書
簡
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
簗
 
 

瀬
一
雄
氏
は
『
本
居
大
平
書
翰
集
（
二
）
』
解
説
で
文
化
六
年
と
さ
れ
、
「
三
 
 

大
考
論
」
を
『
三
大
考
弁
』
の
草
稿
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
益
谷
大
学
、
安
 
 

田
伝
大
夫
は
宣
長
の
門
人
で
あ
り
、
橋
村
民
は
橋
村
正
免
、
『
三
大
考
説
弁
』
 
 

の
著
者
度
会
正
淳
の
事
で
あ
り
、
大
平
に
文
化
三
年
入
門
し
て
い
る
。
そ
し
 
 

て
、
書
簡
の
相
手
で
あ
る
足
代
弘
訓
も
外
宮
の
神
主
で
あ
る
が
、
文
化
二
年
 
 

に
大
平
に
入
門
し
て
い
る
。
こ
の
大
平
の
希
望
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
『
三
大
考
 
 

弁
』
は
草
稿
段
階
か
ら
、
外
宮
の
宣
長
・
大
平
門
人
へ
と
回
覧
さ
れ
た
経
緯
 
 

が
推
測
さ
れ
る
。
 
 

四
 
鈴
木
朗
「
三
大
考
青
入
」
と
「
三
大
考
鈴
木
朗
説
」
 
 

『
三
大
考
弁
』
執
筆
の
お
り
、
大
平
が
参
照
し
た
三
大
考
論
は
「
尾
張
殿
人
 
 

鈴
木
常
助
朗
ノ
三
大
考
ノ
説
」
「
山
田
人
度
会
正
淳
神
主
三
大
考
説
所
」
（
『
三
 
 

大
考
弁
』
）
 
で
あ
る
。
「
三
大
考
説
所
」
が
享
和
二
年
に
善
か
れ
た
事
は
「
享
 
 

和
二
年
ノ
頃
」
（
同
弁
）
と
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
「
鈴
木
常
助
朗
ノ
 
 

三
大
考
ノ
説
」
に
つ
い
て
は
、
「
既
（
は
や
）
ク
」
（
同
弁
）
と
の
み
記
さ
れ
 
 

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
説
は
「
オ
ク
ニ
全
文
ヲ
ツ
ラ
ヌ
ヘ
シ
」
（
同
弁
）
 
 

と
あ
り
、
そ
し
て
、
掲
載
さ
れ
た
の
が
「
三
大
考
善
人
」
で
あ
っ
た
。
末
尾
 
 

に
「
右
ハ
尾
張
人
鈴
木
常
介
朗
ノ
三
大
考
ノ
頭
二
書
加
ク
ル
堺
也
」
と
あ
る
。
 
 

で
は
、
大
平
に
鈴
木
朗
の
三
大
考
の
説
と
し
て
、
渡
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
 
 

の
書
入
れ
だ
け
だ
っ
た
の
か
。
現
在
、
東
大
本
居
文
庫
に
「
三
大
考
鈴
木
朗
 
 

説
／
同
 
度
会
正
浮
説
桝
」
と
表
紙
に
書
か
れ
た
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
 
 

る
。
こ
の
資
料
に
関
し
て
は
、
尾
崎
知
光
氏
に
「
『
三
大
考
鈴
木
朗
説
』
に
つ
 
 

い
て
」
（
『
文
莫
』
三
号
）
と
い
う
御
論
文
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
三
大
考
鈴
木
 
 

朗
説
」
が
全
文
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
十
一
月
十
六
日
之
御
書
当
 
 

月
八
日
夜
植
松
に
て
落
手
仕
候
」
に
始
ま
る
鈴
木
朗
の
大
平
へ
の
「
十
二
月
 
 

十
日
」
付
の
書
簡
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
氏
 
 

は
、
同
書
簡
に
『
音
声
考
』
『
希
雅
』
が
板
刻
に
か
か
っ
て
い
て
、
大
平
に
序
 
 

文
を
求
め
て
い
る
点
、
又
『
音
声
考
』
坂
本
に
付
さ
れ
た
大
平
の
序
文
（
「
雅
 
 

言
音
声
考
序
」
）
の
日
付
が
文
化
十
三
年
九
月
十
五
日
で
あ
る
事
か
ら
、
前
年
 
 

の
文
化
十
二
年
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
て
、
筆
者
も
そ
の
事
に
つ
 
 

い
て
は
同
意
見
で
あ
る
。
両
者
の
三
大
考
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
の
重
要
な
部
 
 

分
と
思
わ
れ
る
の
は
、
 
 

三
大
考
御
説
御
示
シ
被
下
拝
見
仕
候
愚
案
一
条
相
認
呈
上
仕
候
且
又
先
 
 

年
相
認
候
愚
説
も
御
写
し
被
下
久
振
に
て
一
覧
仕
候
所
兎
角
愚
意
ハ
右
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之
通
二
御
坐
候
間
少
々
加
筆
仕
り
候
て
奉
返
上
候
猶
又
文
言
並
認
方
不
 
 

考
合
之
所
可
然
御
直
し
被
下
候
上
御
一
所
二
御
伝
へ
可
被
下
奉
願
候
 
 

（
尾
崎
氏
翻
字
）
 
 

で
あ
る
。
文
化
十
二
年
の
末
に
、
「
三
大
考
弁
」
（
文
化
八
年
成
）
が
送
ら
 
 

れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
も
、
か
っ
て
大
平
の
も
と
に
送
っ
た
「
三
大
考
ヲ
ヨ
 
 

ミ
テ
ィ
ヘ
ル
事
」
（
「
三
大
考
鈴
木
朗
説
」
）
の
写
し
に
大
平
が
加
筆
し
た
も
の
 
 

と
一
所
に
で
あ
る
。
同
書
簡
に
よ
れ
ば
、
鈴
木
朗
は
三
大
考
に
対
す
る
考
え
 
 

は
基
本
的
に
変
わ
り
が
な
い
と
し
て
、
そ
れ
に
少
々
加
筆
し
た
上
で
、
大
平
 
 

に
返
送
し
た
と
い
う
。
な
お
、
尾
崎
氏
は
「
愚
案
一
条
」
を
、
「
三
大
考
鈴
木
 
 

朗
説
」
に
合
綴
さ
れ
て
い
た
「
三
大
考
説
弁
」
に
許
す
る
も
の
と
考
え
て
お
 
 

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
書
簡
の
文
脈
か
ら
だ
け
で
な
く
、
「
愚
案
一
条
」
 
の
 
 

「
日
即
天
也
高
天
原
卜
云
ハ
・
・
三
大
考
論
弁
」
と
い
う
記
述
に
相
当
す
る
 
 

部
分
が
「
三
大
考
論
弁
」
 
の
、
 
 

三
大
考
二
日
即
天
也
高
天
原
卜
云
ハ
ア
ノ
日
ゾ
ト
謂
ル
説
実
二
適
当
レ
 
 

ル
考
へ
也
。
日
ハ
日
ノ
神
ノ
知
食
国
ナ
ル
コ
ト
月
ハ
月
読
命
ノ
知
食
国
 
 

ナ
ル
コ
ト
諾
ヒ
信
ベ
キ
説
ナ
リ
ケ
リ
。
 
 

に
相
当
す
る
事
か
ら
も
、
「
大
平
力
論
弁
」
 
（
「
三
大
考
ヲ
ヨ
ミ
テ
ィ
ヘ
ル
 
 

事
」
に
末
尾
に
記
さ
れ
た
鈴
木
朗
宛
大
平
書
簡
）
、
即
ち
「
三
大
考
弁
」
を
さ
 
 

す
と
考
え
ら
れ
る
。
「
三
大
考
弁
」
の
中
で
「
三
大
考
」
を
肯
定
し
て
い
る
唯
 
 

一
の
部
分
に
、
鈴
木
朗
は
「
此
事
古
書
二
明
文
ナ
シ
然
ル
ヲ
サ
ダ
カ
ニ
カ
ク
 
 

サ
ダ
メ
タ
ル
ハ
サ
カ
シ
ラ
ノ
推
ア
テ
也
」
と
疑
問
を
口
王
し
た
の
で
あ
る
。
こ
 
 

の
疑
問
は
植
松
茂
岳
の
「
天
説
弁
」
 
へ
と
連
な
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
「
三
 
 

大
考
ヲ
ヨ
ミ
テ
ィ
ヘ
ル
事
」
の
問
題
に
こ
だ
わ
る
。
こ
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
 
 

大
平
の
鈴
木
朗
宛
書
簡
（
文
化
十
二
年
十
一
月
十
六
日
付
）
は
、
そ
の
意
味
 
 

で
興
味
深
い
の
で
、
全
文
を
次
に
載
せ
る
。
 
 

コ
レ
ハ
先
年
書
テ
見
ゃ
玉
ヘ
ル
ロ
本
書
ハ
三
大
考
作
者
中
庸
へ
ブ
タ
シ
 
 

オ
キ
タ
レ
ハ
今
又
ソ
ノ
本
書
ヲ
シ
ハ
ラ
ク
カ
リ
テ
写
シ
タ
ル
也
本
書
ハ
 
 

又
中
庸
へ
ブ
タ
シ
オ
ケ
リ
ソ
ハ
中
庸
モ
追
考
書
テ
後
二
再
論
ニ
モ
カ
、
 
 

ル
コ
、
ロ
ア
ル
ヨ
シ
也
 
 

シ
ト
ヒ
ク
ツ
子
侍
ル
也
 
大
平
／
鈴
木
常
介
様
 
 

コ
ノ
文
コ
ノ
マ
、
大
平
力
論
弁
ノ
オ
ク
ニ
記
ス
コ
、
ロ
ナ
レ
ド
モ
又
今
 
 
 

一
度
カ
ヘ
リ
鬼
玉
ヒ
テ
書
改
メ
玉
フ
事
モ
ア
ラ
ン
カ
ト
思
へ
ハ
コ
ノ
ヨ
 
 

問
題
な
の
は
、
や
は
り
「
先
年
書
テ
見
ゃ
玉
ヘ
ル
」
（
「
先
年
相
認
候
愚
 
 

説
」
）
と
あ
る
「
先
年
」
と
は
、
い
つ
頃
な
の
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
尾
崎
氏
 
 

は
、
鈴
木
朗
が
論
争
に
加
わ
り
、
本
書
を
成
立
さ
せ
た
の
を
『
霊
能
眞
柱
』
 
 

が
刊
行
さ
れ
た
「
文
化
十
年
以
後
で
、
文
化
十
二
年
よ
り
前
の
年
で
あ
る
か
 
 

ら
、
文
化
十
、
十
一
年
の
間
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
 
（
『
文
 
 

莫
』
三
号
、
九
四
頁
）
と
し
て
い
る
。
で
も
、
こ
の
説
は
い
さ
さ
か
納
得
し
 
 

が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
三
大
考
弁
」
の
中
で
鈴
木
朗
説
（
「
三
大
考
書
入
」
）
 
 

を
紹
介
し
て
い
る
大
平
が
、
鈴
木
朗
か
ら
の
三
大
考
説
を
中
庸
に
渡
す
の
は
 
 

良
い
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
渡
し
て
、
文
化
 
 

十
二
年
に
な
っ
て
中
庸
か
ら
借
り
出
し
て
写
し
検
討
を
加
え
た
こ
と
の
不
自
 
 

然
さ
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
書
簡
の
中
で
の
「
コ
ノ
文
コ
ノ
 
 

マ
、
大
平
力
論
弁
ノ
オ
ク
ニ
記
ス
コ
、
ロ
ナ
レ
ド
モ
」
と
い
う
一
節
と
、
「
三
 
 

大
考
弁
」
に
お
い
て
の
「
尾
張
殿
人
鈴
木
常
助
朗
ノ
三
大
考
ノ
説
」
を
「
大
 
 

意
ヲ
ノ
ミ
云
テ
ネ
モ
コ
ロ
ニ
ア
ケ
ツ
ラ
ヘ
ル
サ
マ
ナ
ラ
ス
サ
レ
ト
三
大
考
ヲ
 
 

早
ク
ロ
ア
ケ
ツ
ラ
ヘ
ル
説
ナ
レ
ハ
オ
ク
ニ
全
文
ヲ
ツ
ラ
ヌ
ヘ
シ
」
と
し
て
 
 

「
三
大
考
書
入
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
事
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
流
 
 

れ
に
整
合
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
文
化
八
年
当
時
、
大
平
の
手
元
に
は
「
大
 
 

意
ヲ
ノ
ミ
云
テ
ネ
モ
コ
ロ
ニ
ア
ケ
ツ
ラ
ヘ
ル
サ
マ
」
で
は
な
い
「
三
大
考
善
 
 

人
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
三
大
考
ヲ
早
ク
ロ
ア
ケ
ツ
ラ
ヘ
ル
説
」
と
い
う
 
 

事
で
画
期
的
で
あ
っ
た
が
、
大
平
と
し
て
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
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た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
鈴
木
朗
か
ら
纏
ま
っ
た
形
で
の
「
三
大
考
ヲ
ヨ
 
 

ミ
テ
ィ
ヘ
ル
事
」
が
送
ら
れ
て
き
た
。
大
平
と
し
て
は
、
そ
れ
を
「
三
大
考
 
 

書
入
」
と
差
し
替
え
て
、
「
三
大
考
弁
」
の
末
尾
に
掲
載
し
た
い
と
い
う
意
向
 
 

を
も
っ
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
経
緯
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

五
 
「
五
行
餞
ノ
僻
事
」
 
 

文
化
八
年
〔
一
八
一
一
〕
、
大
平
は
『
カ
リ
ニ
ッ
ク
リ
マ
ケ
ク
ル
カ
タ
』
（
本
 
 

居
文
庫
蔵
）
に
お
い
て
、
三
大
考
の
天
地
泉
の
図
に
対
抗
し
て
自
ら
の
天
地
 
 

泉
の
図
を
描
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
〔
月
則
泉
説
〕
を
否
定
、
〔
泉
国
地
中
説
〕
 
 

を
主
張
し
た
。
そ
の
主
張
は
、
三
大
考
が
 
〔
月
別
泉
説
〕
・
〔
月
夜
見
命
須
佐
 
 

之
男
命
同
神
説
〕
 
の
根
拠
と
仰
い
だ
『
古
事
記
侍
』
九
巻
神
代
七
巻
細
注
の
 
 

も
と
月
夜
見
ノ
命
と
須
佐
之
男
ノ
命
と
は
、
一
ツ
神
か
と
恩
は
る
ゝ
こ
 
 

と
多
し
、
ま
づ
月
夜
見
の
夜
見
は
黄
泉
に
て
、
須
佐
之
男
ノ
命
の
就
帰
 
 

た
ま
へ
る
国
ノ
名
な
り
、
根
ノ
国
は
即
チ
黄
泉
の
こ
と
な
る
由
は
、
既
 
 

に
上
に
云
る
が
如
し
、
董
夜
を
以
テ
云
へ
ば
、
蓋
は
此
ノ
世
、
夜
は
黄
 
 

泉
な
れ
ば
、
夜
ノ
食
国
も
由
あ
り
、
又
此
記
に
、
須
佐
之
男
ノ
命
に
、
 
 

海
原
を
治
せ
と
事
依
し
た
ま
へ
る
と
、
書
紀
一
書
に
、
月
夜
見
ノ
命
に
、
 
 

蒼
海
原
潮
之
八
百
重
を
治
せ
と
あ
る
と
を
、
思
ひ
合
す
べ
し
、
又
こ
ゝ
 
 

の
須
佐
之
男
ノ
命
の
、
大
宜
都
比
責
ノ
神
を
殺
し
給
へ
る
を
、
書
紀
に
 
 

は
月
夜
見
ノ
命
と
し
て
、
天
照
大
神
怒
甚
之
、
日
汝
是
悪
神
、
不
須
相
 
 

見
、
乃
一
目
一
夜
隔
離
而
住
と
あ
る
も
、
須
佐
之
男
ノ
命
め
き
て
聞
ゆ
 
 

る
を
や
、
 
 

を
、
『
古
事
記
侍
』
「
六
万
行
ノ
内
ノ
五
行
飴
ノ
僻
事
」
（
『
カ
リ
ニ
ッ
ク
リ
 
 

マ
ケ
タ
ル
カ
タ
』
）
と
し
て
否
定
す
る
こ
と
に
始
ま
っ
た
。
細
注
の
末
尾
に
、
 
 

然
れ
ど
も
諸
の
古
書
に
、
此
レ
を
一
ツ
神
と
し
た
る
伝
へ
は
な
く
し
 
 
 

て
、
み
な
別
神
と
し
た
る
は
、
全
一
ツ
神
の
如
く
に
し
て
、
な
は
別
神
 
 
 

に
坐
ス
、
深
き
所
以
あ
る
こ
と
な
る
べ
し
、
今
た
や
す
く
云
べ
き
に
あ
 
 

ら
ず
、
 
 

と
、
宣
長
が
 
〔
月
夜
見
命
須
佐
之
男
命
同
神
説
〕
 
の
断
定
を
控
え
て
い
る
 
 

の
を
承
知
の
上
で
で
あ
る
。
 
 

六
 
〔
月
夜
見
命
須
佐
之
男
命
同
神
説
〕
批
判
 
 

大
平
は
天
地
泉
六
図
を
描
き
、
そ
の
四
図
に
お
い
て
「
地
ノ
根
底
」
を
地
 
 

中
に
措
き
、
「
コ
ノ
内
ニ
ヨ
ミ
ノ
国
ア
ル
也
」
と
書
き
入
れ
た
（
『
カ
リ
ニ
ッ
 
 

ク
リ
マ
ケ
タ
ル
カ
タ
』
）
。
則
ち
、
〔
泉
地
中
説
〕
の
主
張
で
あ
る
。
な
ぜ
、
大
 
 

平
は
そ
れ
は
ど
〔
泉
地
中
説
〕
 
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
記
・
紀
の
 
 

忠
実
な
理
解
の
上
に
立
っ
た
『
古
事
記
侍
』
九
巻
神
代
七
巻
細
注
の
否
定
が
、
 
 

〔
泉
地
中
説
〕
 
の
成
立
を
可
能
に
す
る
事
を
証
明
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
 
 

か
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
三
大
考
が
『
古
事
記
侍
』
の
発
展
と
い
う
形
に
対
 
 

峠
す
る
も
の
と
し
て
。
大
平
は
〔
泉
＝
月
説
〕
 
の
成
立
根
拠
を
〔
月
夜
見
命
 
 

須
佐
之
男
命
同
神
説
〕
と
「
月
夜
見
の
夜
見
は
黄
泉
に
て
」
（
『
古
事
記
侍
』
 
 

九
巻
神
代
七
巻
細
注
）
と
い
う
〔
夜
見
＝
黄
泉
同
一
説
〕
 
に
あ
る
と
判
断
し
 
 

た
。
彼
が
そ
れ
ら
を
「
強
説
」
「
僻
説
」
（
『
三
大
考
弁
』
）
と
す
る
根
拠
は
、
 
 

記
・
紀
の
川
ア
ハ
キ
原
で
の
ミ
ソ
ギ
に
お
け
る
三
神
誕
生
鱒
二
神
の
分
割
統
 
 

治
㈲
ス
サ
ノ
ヲ
の
神
逐
㈱
ツ
キ
ヨ
ミ
が
海
原
と
夜
之
食
国
と
を
統
治
、
と
 
 

い
っ
た
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
則
ち
、
大
平
は
右
の
よ
う
な
文
脈
を
た
ど
 
 

り
な
が
ら
、
ア
マ
テ
ラ
ス
・
ツ
ク
ヨ
ミ
・
ス
サ
ノ
ヲ
三
神
は
元
来
、
「
天
下
の
 
 

主
」
た
る
存
在
と
し
て
イ
ザ
ナ
ギ
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
た
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
 
 

高
天
原
、
ツ
ク
ヨ
ミ
は
夜
之
食
国
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
海
原
と
い
う
分
割
が
さ
れ
 
 

た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
「
批
国
根
之
堅
洲
国
」
に
行
く
こ
と
を
願
っ
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て
追
放
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
海
原
を
も
ツ
ク
ヨ
ミ
が
統
治
す
る
よ
う
に
な
 
 

る
。
大
平
は
 
〔
月
夜
見
命
須
佐
之
男
命
同
神
説
〕
 
に
対
し
て
、
 
 

此
海
原
の
こ
と
は
月
読
命
に
夜
食
国
と
海
原
と
を
兼
て
任
し
玉
へ
る
な
 
 

る
べ
し
、
か
の
二
神
を
一
神
な
る
べ
し
と
恩
ひ
誤
れ
る
は
此
文
に
由
れ
 
 

る
こ
と
な
れ
と
も
、
そ
も
一
日
一
夜
を
隔
つ
な
ど
有
る
こ
と
は
、
月
読
 
 

命
の
み
に
係
れ
る
こ
と
な
れ
ば
、
須
佐
之
男
命
に
は
い
さ
～
か
も
ま
ぎ
 
 

ら
は
し
き
こ
と
あ
ら
じ
を
や
。
 
 

〔
注
－
「
一
日
一
夜
を
隔
つ
」
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
ツ
キ
ヨ
ミ
に
対
し
て
 
 

の
怒
り
の
言
葉
。
〕
 
 
 

と
、
そ
の
紛
れ
る
必
然
性
の
無
さ
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
大
平
は
こ
の
〔
月
 
 

夜
見
命
須
佐
之
男
命
異
神
説
〕
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、
門
人
（
文
化
三
 
 

年
入
門
）
度
会
正
淳
の
著
し
た
『
三
大
考
説
弁
』
（
享
和
二
年
七
月
成
）
の
中
 
 

の
「
よ
く
あ
げ
つ
ら
ひ
た
る
説
」
（
『
三
大
考
弁
』
）
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の
説
 
 

と
は
二
神
の
紛
れ
る
伝
が
あ
る
と
い
っ
て
そ
れ
を
一
神
と
す
る
な
ら
ば
「
出
 
 

雲
国
と
紀
伊
国
は
神
代
に
似
た
る
事
の
あ
れ
ば
一
国
と
せ
む
か
」
と
い
う
類
 
 

似
性
に
基
づ
く
紛
れ
批
判
で
あ
り
、
も
し
一
神
と
す
る
な
ら
ば
「
伊
邪
那
岐
 
 

命
の
槙
原
御
搬
の
御
時
御
鼻
を
洗
ひ
給
ひ
し
重
き
神
事
は
い
た
づ
ら
ご
と
な
 
 

る
を
や
」
と
い
う
三
貴
子
誕
生
の
神
事
の
重
さ
の
自
覚
で
あ
る
。
ま
た
、
紀
 
 

に
一
書
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
中
に
は
日
月
の
神
の
み
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
 
 

の
伝
は
一
切
見
え
な
い
と
い
う
説
が
、
正
淳
の
 
〔
月
夜
見
命
須
佐
之
男
命
異
 
 

神
説
〕
 
の
根
拠
で
あ
っ
た
。
 
 

七
 
〔
夜
見
＝
黄
泉
同
一
説
〕
批
判
 
 

大
平
が
 
〔
泉
＝
月
説
〕
 
の
根
拠
と
し
て
批
判
す
べ
き
説
に
 
〔
夜
見
＝
黄
泉
 
 

同
一
説
〕
が
あ
っ
た
。
三
大
考
弁
に
お
い
て
、
彼
は
そ
の
批
判
を
行
っ
て
い
 
 

な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
門
人
須
賀
直
入
が
大
平
の
代
わ
り
に
「
ナ
ホ
惑
ヘ
 
 

ル
人
」
の
問
い
に
答
え
た
も
の
（
文
化
八
年
十
一
月
七
日
）
を
付
録
と
し
て
 
 

載
せ
、
そ
の
中
で
〔
夜
見
＝
黄
泉
同
一
説
〕
は
次
の
よ
う
に
否
定
さ
れ
た
。
 
 

月
ヨ
ミ
ノ
尊
ノ
御
名
ヲ
タ
ゞ
ヨ
、
、
、
ノ
ミ
コ
ト
ト
申
セ
ル
コ
ト
モ
ナ
ク
、
 
 
 

又
ヨ
ミ
ノ
国
ヲ
ツ
ク
ヨ
、
、
、
ノ
国
卜
云
ル
コ
ト
モ
ナ
シ
、
又
コ
ノ
神
ノ
御
 
 
 

名
ハ
ッ
ク
ヨ
ミ
ト
申
ス
エ
テ
ミ
テ
フ
心
ハ
古
事
記
侍
ノ
六
（
七
十
六
 
 
 

丁
）
ニ
御
名
ノ
義
師
説
二
綿
津
見
山
津
見
な
ど
の
如
く
美
〔
ミ
〕
 
ハ
持
 
 

〔
モ
チ
〕
に
て
月
夜
持
〔
ツ
ク
ヨ
モ
チ
〕
の
意
な
り
と
あ
り
、
夜
之
食
国
 
 
 

を
所
知
看
す
大
御
神
に
坐
せ
は
然
も
有
り
ぬ
べ
し
ト
ア
リ
、
国
ノ
名
ハ
 
 

ヨ
、
、
、
ト
云
ニ
テ
モ
ト
ヨ
リ
唱
コ
ト
ナ
リ
、
ヨ
ミ
ト
云
コ
ト
ハ
岡
部
翁
ノ
 
 
 

祝
詞
考
（
鎮
火
祭
ノ
候
）
ニ
輿
美
〔
ヨ
ミ
〕
 
ハ
暗
〔
ヤ
ミ
〕
也
ト
ア
リ
、
 
 
 

古
事
記
侍
ノ
六
（
三
丁
）
ニ
黄
泉
国
云
々
下
文
に
燭
一
火
と
あ
れ
ば
暗
 
 
 

虞
と
見
え
ト
ア
リ
サ
モ
ア
ル
ベ
シ
、
又
ヨ
ミ
ノ
国
ノ
地
下
ニ
ア
ル
コ
ト
 
 

ハ
古
事
記
侍
六
（
三
丁
四
丁
）
ニ
ア
リ
、
又
藤
垣
内
翁
ノ
考
モ
ア
ル
ナ
 
 

リ
、
 
 

我
々
は
右
の
答
え
か
ら
、
直
入
が
『
古
事
記
侍
』
六
に
基
づ
い
て
〔
夜
見
 
 

＝
黄
泉
同
一
説
〕
を
否
定
し
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
『
古
事
記
 
 

侍
』
六
に
当
た
っ
て
み
れ
ば
、
意
図
的
に
〔
夜
見
＝
黄
泉
同
一
説
〕
 
の
可
能
 
 

性
を
匂
わ
し
て
い
く
文
脈
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
は
、
 
 

名
ノ
義
は
、
口
決
に
夜
見
土
と
あ
る
、
土
ノ
字
は
非
な
れ
ど
、
夜
見
は
 
 
 

さ
も
有
り
ぬ
べ
し
、
下
文
に
燭
一
火
と
あ
れ
ば
暗
虞
と
見
え
、
又
夜
之
 
 
 

食
国
を
知
看
月
読
命
の
、
読
て
ふ
御
名
も
通
ひ
て
聞
ゆ
れ
ば
な
り
（
『
古
 
 
 

事
記
侍
』
六
 
三
丁
）
 
 

と
い
っ
た
部
分
で
あ
る
。
右
の
文
脈
で
は
「
暗
虞
」
は
夜
の
暗
さ
を
指
示
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し
、
地
中
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。
其
故
に
、
夜
之
食
国
と
自
然
に
結
び
つ
 
 

き
、
夜
之
食
国
を
統
治
す
る
月
読
命
の
読
に
夜
見
が
正
に
読
み
込
ま
れ
て
い
 
 

る
、
と
連
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
は
、
『
古
事
記
侍
』
六
（
七
十
六
丁
）
の
 
 

引
用
本
文
の
後
に
「
又
黄
泉
と
云
名
も
相
通
ひ
て
聞
ゆ
」
と
再
度
確
認
さ
れ
 
 

て
い
て
、
問
題
の
『
古
事
記
侍
』
九
巻
神
代
七
巻
細
注
の
「
も
と
月
夜
見
ノ
 
 

命
と
須
佐
之
男
ノ
命
と
は
、
一
ツ
神
か
と
思
は
る
～
こ
と
多
し
、
ま
づ
月
夜
 
 

見
の
夜
見
は
黄
泉
に
て
、
須
佐
之
男
ノ
命
の
就
帰
た
ま
へ
る
国
ノ
名
な
り
」
 
 

と
〔
月
夜
見
命
須
佐
之
男
命
同
神
説
〕
の
根
拠
と
も
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
 
 

直
入
は
敢
え
て
そ
れ
ら
を
無
視
し
た
。
そ
れ
は
、
細
注
を
「
五
行
飴
ノ
僻
事
」
 
 

と
し
た
大
平
に
倣
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

〔
夜
見
＝
黄
泉
同
一
説
〕
批
判
が
成
立
し
た
と
し
て
、
そ
れ
で
は
〔
黄
泉
地
 
 

中
説
〕
が
成
立
す
る
の
か
。
直
入
は
「
ヨ
ミ
ノ
国
ノ
地
下
ニ
ア
ル
コ
ト
ハ
古
 
 

事
記
侍
六
（
三
丁
四
丁
）
ニ
ア
リ
、
又
藤
垣
内
翁
ノ
考
モ
ア
ル
ナ
リ
」
と
答
 
 

え
て
い
る
が
、
大
平
は
『
カ
リ
ニ
ッ
ク
リ
マ
ケ
タ
ル
カ
タ
』
に
お
い
て
 
〔
黄
 
 

泉
地
中
説
〕
を
図
示
し
た
が
、
特
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
 
 

と
な
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
、
や
は
り
『
古
事
記
侍
』
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
。
 
 

（ ヽ  ′｛■＼   （  
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（
2
）
 
 

西
川
順
士
「
三
大
考
を
中
心
と
す
る
宇
宙
観
の
問
題
」
神
宮
皇
学
 
 

館
編
『
肇
国
文
化
論
文
集
』
昭
和
十
六
年
。
小
澤
正
夫
「
三
大
考
 
 

を
め
ぐ
る
論
争
」
『
観
語
と
国
文
学
』
第
二
十
巻
第
五
号
、
昭
和
十
 
 

八
。
西
川
順
士
 
「
三
大
考
の
成
立
に
つ
い
て
」
 
『
皇
学
館
大
学
紀
 
 

要
』
十
輯
。
 
 

植
松
茂
『
植
松
有
信
』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
昭
和
五
四
年
、
 
 

二
〇
七
頁
。
 
 

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
年
）
。
 
 

本
居
文
庫
蔵
。
 
 

大
平
門
人
〔
文
化
三
年
入
門
〕
、
春
庭
門
人
〔
文
化
七
年
入
門
〕
。
 
 
 

（
6
）
 
「
享
和
二
年
七
月
 
度
会
正
淳
／
右
、
答
申
村
民
之
間
規
三
大
考
」
 
 

『
三
大
考
説
弁
／
橋
村
正
免
初
考
』
識
語
。
本
居
文
庫
歳
。
 
 

（
7
）
 
佐
々
木
信
綱
『
増
訂
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
』
（
湯
川
弘
文
社
、
昭
 
 

（（（（（（（（  
151413121110 9 8   
）    ）    ）    ）    ）    ）    ）    ）  

和
十
年
）
所
載
。
 
 

笹
月
清
美
『
本
居
宣
長
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
十
九
年
）
。
 
 

『
増
補
本
居
宣
長
全
集
 
本
居
大
平
全
集
』
。
 
 

本
居
文
庫
蔵
。
 
 

『
藤
垣
内
門
人
姓
名
録
』
本
居
文
庫
蔵
。
 
 

本
居
文
庫
蔵
。
 
 

本
居
文
庫
蔵
。
 
 

「
文
化
八
年
十
一
月
七
日
 
須
賀
直
入
」
（
奥
書
）
。
 
 

『
本
居
大
平
書
翰
集
（
二
）
』
。
 
 

＊
 
岩
手
大
学
教
育
学
部
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